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この支援プロジェクトでは、タイ国チェンライロータリークラブの原田義之様が、現地での視
察や連絡など、企画の段階から渡航後まで大変な尽力をしてくださいました。原田様は長
年にわたりタイの子供たちを支援されてきた方であり、その豊富なご経験に私たちは大変
お世話になりました。原田様のご協力なしにはこの支援プロジェクトの実現は困難であった
ことは間違いありません。改めて、心から感謝申し上げます。
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は　じ　め　に　

本当に必要とされる支援活動をしたい–––––。

進むべき方向を見失いそうな時は、この想いに立ち返り、一つ一つの支援を計画してきまし

た。思い返せば、計画が白紙に戻ったことさえありました。

とはいえ、そうした試行錯誤の結果が期待通りには訪れないこともあると思います。

しかし、現地を見てきた今の私たちには、今回の活動がアカ族の村に差し込む一筋の光に

なったのだと、確かな実感があるのです。

　「日本人の支援が寮の経営を繋ぎ止めているんだ」

　「子供たちにはスポーツ用品が非常にありがたいんですよ」

　「子供たちに楽しい経験と生きるエネルギーを与えてください」

これらの現地での率直な言葉や子供たちの溢れる熱意、笑顔……。

私たちの支援が足跡を残した事実であると同時に、5年に渡る支援活動を紡いできた事実に

違いありません。

　

「自立」とは、他者への依存なしに生きることではなく、他者を支える側に立つことだと言

います。確かに、一人で生きてゆくことは不可能ではないでしょうか。

アカ族の人々は「村に貢献したい」という意志を抱いていました。その「自立」の志を後押

しできたことは、私たちの喜びでもあります。

こうした事実と体験とを、支えてくれた方々や後輩に伝え、次の活動へ繋げてゆくまでが今

回の活動です。本書が新たな発見に満ち、皆様の日々や他の奉仕活動に活きるよう、単なる

報告に留まらず、背景や現地での気付き、感想を丁寧に記録しました。

是非、本書を私たちの一つのストーリーとしてお楽しみいただけると幸いです。

タイプロジェクトリーダー　高野祥吾
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Ⅰ 概略　
（１）目的 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

タイ北部山岳地帯に暮らすアカ族の子供たちは、地理的格差・政治的事情を背景に、教育の

機会が限られています。この現状の解決に向け、識字率向上及び生活支援、異文化学習を図

ります。

（２）年間主要活動　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6〜8月：支援計画

10月：第一回街頭募金

11月：白門祭出店、クラウドファンディング開始、渡航メンバー選考

12月：第二回街頭募金、書籍収集、メディア運用（毎日投稿）

1月：翻訳作業、文化交流事前準備

2月：渡航支援

（３）支援内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図書支援：タイ語書籍約200冊寄贈、日本語書籍約100冊寄贈

生活支援：食料支援(乾物)、カレー炊き出し、生理用品・洋服寄贈、スポーツ用品寄贈

文化交流：読み聞かせ、太鼓披露、折り紙、大縄、サッカー、お菓子プレゼント、対談

（４）支援先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ホイサンマイ幼稚園、ニコム小学校、ダムロン高校、センスック寮、教会、ワカタケ寮

（５）資金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二度の街頭募金及びクラウドファンディング、その他各所での募金活動により調達しまし

た。詳細は「V 使用資金」をご参照ください。
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Ⅱ 活動背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　◯これまでの活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　私たちは、これまで5年間タイの貧困地域を支援してきました。

　当初からの最終目標は、貧困地域における子供たちの「現地での自立」です。子供たち

は、自ら貧困の輪を断ち切らなければなりません。自身の置かれた状況を客観的に把握する

ためには、教育が必要不可欠です。

　◯アカ族の地理的・政治的格差　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　アカ族の人々は、タイ社会への適応の難しさと貧困に直面しています。またタイ語の習得

はアカ族の人々がタイ社会に生きる上での一つの壁となっていて、これにはいくつかの理由

があります。

・タイには、南北間において大きな経済格差が存在している。とりわけタイ北部には十分な

教育が行き届いておらず、山岳民族「アカ族」の子供たちの教育機会も限られている。

・彼らの両親は、ミャンマーでの紛争や迫害などを避けタイへ移動してきたため、タイ語の

識字能力は十分ではない。

・学校は村営であり、政府からの資金的援助が行き届いていない。

　◯図書寄贈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　こうした問題の解決に向け私たちは、「幼少期の読書」に注目しました。小さい頃に本を

読むことは、「識字率の向上」という教育的意義はもとより、子供たちの精神的成長を育み

「生きる糧」となるからです。さらに、持続的な支援という意味でも、書籍は子供たち自身

が読み続けられるという点において優れています。

　◯生活支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　他方、現地の需要を聞き取り、「その日の暮らし」を支える支援も必要です。経済的な理

由により十分な生理用品の購入ができない女性への援助は必要不可欠です。また、ガソリン

代高騰によって彼らの収入源となる中国への輸出産業は大きな打撃を受けています。生計へ

の影響は大きく、保存がきく干物・香辛料は彼らの生活に大きく役立ちます。
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Ⅲ 活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　a. 現地での活動

2月2日（金） ・ニコム小学校にて図書・生理用品寄贈、国際交流活動実施

・ホイ・サンマイ幼稚園にて図書・お菓子の寄贈

・センスック寮に食糧支援

・センスック寮にて宿泊

2月3日(土） ・センスック寮にてカレーの炊き出し、国際交流活動実施

・センスック寮にてアカ族伝統舞踊・楽器体験

・センスック寮にて物資寄贈（サッカーボール、大繩、洋服等）

・センスック寮にて宿泊

2月4日(日） ・ワカタケ寮にてお菓子、生理用品寄贈

・近隣のキリスト教教会にて国際交流活動実施

・ワカタケ寮の生徒とアカ族について対談

・ワカタケ寮にて宿泊

2月5日（月） ・ダムロン高校にて日本語の授業に参加。図書・お菓子寄贈。
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2月2日（1日目）

　　　　　　　　　　・・・　ニコム小学校　・・・　　　　　　　　　　　　　
　

　チェンライ空港から少し離れた山の中腹に

あるニコム小学校には、約170名の生徒が在籍

しています。

　小学校での午前は、図書寄贈です。

　奉仕活動において大切なことは「現地目

線」であることを踏まえ、我々が書籍を選ぶ

のではなく、現地教員がタイ語の絵本を選定

しました。図書ブースの設営に関しても、現

地教員との密なコミュニケーションをとりな

がら決定しました。

　約100冊の日本語書籍には、渡航前に委員メ

ンバーで協力しタイ語翻訳を施しています。

物語のストーリーと、日本語書籍の美点であ

るというイラストの美しさとを生徒たちは楽

しむことができます。

　午後は、国際交流、生理用品等物資の寄贈

です。とりわけ国際交流では、読み聞かせと

折り紙、大縄を用意しました。

　タイでは、日本に比べ読書の習慣が浸透し

ていません。まずは児童たちが本に慣れ親し

むために、タイ語の読み聞かせを現地の先生

にお願いしました。児童たちは興味津々、話

が終わると拍手していました。

　生理用品は我々が事前に数量を検討し、学

校全体が一年以上は使用可能な量を寄贈して

います。

　最後に、児童一人一人へ日本からのお菓子

を手渡しました。個人を尊重するタイ文化の

下、一斉に配らずに、一対一の手渡しです。
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　次のセンスック寮へは、ニコム小学校に

通う子供たちと下校を共にしました。ガー

ドレールなどない坂道を約20分、時折クラ

クションを鳴らされながら登りました。

　　　　　　　　　　　・・・　ホイ・サンマイ幼稚園　・・・　　　　　　　　　　　　

　　

　ニコム小学校近く、ホイ・サンマイ幼稚

園には、15人ほどの園児がいます。

　ここでは、低学年用に選別した書籍と現

地職員に事前に購入をお願いしていたお菓

子を寄贈しました。子供たちはお礼にと可

愛らしいダンスを披露してくれました。

　なお、現地に到着してから幼稚園でのコ

ロナウイルス流行を知るところとなり、実

際に会えたのは一部の園児のみでした。

　　　　　　　　　　　・・・　センスック寮（滞在１日目）　・・・　　　　　　

　センスック寮には、約64人の子供たちが暮らしています。多

くは家族がいない、或いは人身売買される恐れのある子供たち

です。この寮をきりもりしているのは、一家族5人です。のち

に仕事量が多く"very hard"であると吐露していました。

　到着するとまず、食糧を寄付しました。用意したものは乾物

です（右の写真）。

　この乾物は、現地で大変感謝されました。海から遠く離れた

この山奥、魚介類の流通量は限られています。冷凍輸送は、そ

の費用自体がかさみ採算が取れないのです。ちなみに、この乾
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物を入れたおかゆが翌朝のセンスック寮の朝食でした。頂いてみると、塩気が効いており非

常に美味しい…！

　

　この晩は、センスック寮に宿泊しました。昼間

は、自然と汗ばむ暑さです。しかし朝は、ダウンを

着て毛布をかけていても全員が目を覚ますほどの寒

さでした。　　　　　

写真：滞在したセンスック寮

〈 感想 〉

　初対面の私たちに臆することなく挨拶をしたり、食事の後片付けを率先して行ったりする

子供たちの自立した姿に、初日から驚きましたが、それは寮長さんの「自立した大人に成長

してほしい」との熱い思いと、子供たちの自立意識の高さから生まれたものであると知りま

した。

　また、親と会える機会が限られていたり、片親であったりと過酷な生い立ちであるのにも

関わらず、今の生活を全力で楽しもうとしている姿に勇気づけられました。彼らのために何

かできることはないのか、そして彼らの持つ夢を応援できる方法は何かないのかと考えさせ

られました。　

（1年 小林洸貴）

　

2月3日（2日目）

　　　　　　　　　　　　・・・　センスック寮（滞在2日目）　・・・　　　 　

　この日は、センスックの子供たちと一日を過ごしました。　

　ランチには、私たちが日本の

カレーの炊き出しを行いまし

た。朝5時、地元の市場へ食材を

買いに出ました。カレーの材料

の他にも、寮母さんが必要とし

ている食材と、タイでは高級品
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のりんごを子供たちへのプレゼントにと購入しました。ちなみに、日本と異なりキログラム

単位での購入がタイ特有の文化です。

　帰ると、センスックに暮らす約60名分のカレーを子供たちと共に調理しました。他方、

カレーを待つ間には、数名のメンバーがスポーツを通して子供たちと交流します。カレーと

りんごを食べる子供たちの表情は、満面の笑みでした。

　

　夜、私たちは日本の太鼓を、アカ族の

子供たちは伝統舞踊を披露しました。子

供たちはその練習に14週間をも要したと

いうのです…！実際に私たちが楽器を体

験してみると、全く音は鳴りませんでし

た。

〈 感想 〉

　国際交流をするにあたって、一番心配していたのは、現地の子供たちと意思疎通を図れる

かという点でした。しかし、その心配は不要で子供たちはジェスチャーを通して伝統的な楽

器の吹き方や、伝統舞踊を教えてくれました。私たちと子供たちの間に言語の壁は無かった

ように感じます。また、子供たちが披露してくれた踊りや歌、楽器の演奏などは、伝統を重

んじていることがよく伝わってくる素敵なものでした。さらに、私たちが用意した日本の伝

統文化に対しても興味を持ち、積極的に試そうとしてくれたことも非常に嬉しく思いまし

た。国際交流を通じて、お互いの文化を学ぶことは、現地の子供たちだけではなく私たちに

とっても貴重な経験となりました。（1年 酒井ももか）

2月4日

　　　　　　　　　　　　　・・・　センスック寮（滞在3日目）　・・・　　　　　

　国際交流を通じて心通わせた翌朝は、寮を支える家族と対談し率直な意見交換を行うこと

ができました。

　最後に、ボールと洋服を子供たちへ寄贈

し、センスック寮に別れを告げました。子

供たちはとにかく名残惜しそうな様子で、

私たちとは出発直前までハグをし、ハイ

タッチをし、生活を共にした日を互いにか

みしめました…。

　　　（写真：ボール・洋服寄贈風景）
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　　　　　　　　　　　　　・・・　ワカタケ寮　・・・　　　　　　　　　　　　　

　センスック寮から少し下ると、ワカタケ寮があります。主に大学生が暮らし、人数は８名

ほどです。ここでは生理用品を寄贈しました。

　また、教会（カトリック）を訪問しました。教会ではお菓子をプレゼントし、アカ族の子供

たちは音楽セッションを披露してくれました。タイの文化に肌身で触れることが出来た素敵

な時間になりました。

　夕食は、センスック寮の子供たちとともにし、子供たちとの交流が多い晩となりました。

2月5日 (4日目)

　　　　　　　　　　　　・・・　ダムロン高校　・・・　　　　　　　　　　　　　

　ダムロン高校は、本支援にご協力をしてくださった原田

義之さんが日本語クラスの教鞭をとっている学校です。こ

こでは、日本語書籍を寄贈しました。

　

　日本の高校とは異なり、非常に広く、オープンな雰囲気

でした。外でスポーツをしている生徒も見受けられ、活気

あふれる高校です。時間割の区切りがルーズで拘束感が少

ない分、生徒は悠々としているのでしょう。

　図書の寄贈とともに、原田さんが受け持つ日本語の授業

にも参加しました。私たちは事前に、日本文化を伝えるに

相応しい写真を用意しています。各班に一人ずつメンバーがつき、簡単な日本語でその説明

を行いました。

　高校生たちも日本文化が大好きなようで、好きな日本の音楽やアーティストを熱心に説明

してくれました。また、タイでの流行や有名アーティストも知ることができ、双方の文化を
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学ぶ有意義な時間となりました。活気のある高校生たちと交流することができて、私たちの

刺激にもなりました。

　これだけ日本文化に興味があり、また熱心に日本語を勉強している生徒が多いだけに、今

回の図書寄贈には教室が沸き立つほど大いに喜んでくれていました。

　　　　　　　　　　　　　　・・・　対談　・・・　　　　　　　　　　　　　　　

《センスック寮》

センスック寮では、寮長さんとその息子であるアロウさんにアカ族の子供たちについてお話

しする機会を頂き、生のお声を聞ける貴重な時間となりました。

寮長さん：ここに通う子供たちは主にミャンマー紛争を理由にタイに逃れてきた人たちで、

親のいない子供や親がいたとしても年に1〜２回程しか会うことのできない子供たちが大半

を占めています。また、ミャンマーでは教育を受けられる環境が整備されていないため、麻

薬などの犯罪行為に手を染めてしまうという結果を招きかねません。事実、親が犯罪者で刑

務所にいるという子どもたちもいます。だからこそ、ここでしっかりとした教育を行い、自

立した立派な大人になってほしいという思いで寮を運営しています。教養が身につくことに

よって、争いごとや薬から自分の身を守ることができるようになるのです。ですから、日本

からの寮の運営のための支援や教育支援には非常に感謝しており、子どもたちは日本人に親

しみを持っています。ここに日本の若者が来るのは初めてですので、子どもたちはあなた方

が来るのをとても楽しみにしていました。親と一緒に暮らせない彼らに大きな愛をたくさん

与えてほしいのです。
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寮長さんとアロウさん、そして8名の渡航メンバーでの対談後、個人的にアロウさんにセン

スック寮についてさらに率直な質問をしました。なお、アカ語、タイ語、英語が堪能なアロ

ウさんは公務員として働いており、その収入を寮の運営にまわしています。

私たち：今必要な支援は何ですか？

アロウさん：子どもたちが山岳地帯を行き来するための大きなバンやバスが必要です。現在

は移動する度にバンやバスを借りていて、その度にたくさんのお金がかかっています。それ

から、スポーツ用品も必要としています。子どもたちにとってスポーツは生きがいであり、

教育と同じくらい重要です。バレーボールのネットや、ボールの寄付は非常にありがたいも

のです。

私たち：そうなのですね。物資支援が子どもたちの成長に役立っているのですね。

家族で寮を切り盛りしているとお聞きしましたが、具体的にどのような出費がありますか？

アロウさん：食費などは当然かかりますが、設備の管理費が大きな負担となっています。食

堂の壁や空調など、劣化があった場合には修理が欠かせませんが、その費用は痛手です。過

去に日本のロータリークラブなどの団体が援助してくれました。日本からのそういった支援

にとても感謝していますが、また修理が必要となる時がきてしまいます。

私たち：確かに、あそこに日本のメーカーの扇風機がありますね。少し話は変わりますが、

ここを出た卒業生は何をしていますか？

アロウさん：そのまま山で暮らす人もいれば、大学に進学する人、都市部で働く人などがい

ます。

私たち：アカ族で初めて弁護士になった人がいるとのお話も耳にしました。

アロウさん：はい。勉強し実社会で活躍している人もいます。自分でお茶のブランドを立ち

上げ、農業のビジネスで成功している人もいます。山を出てお金を稼ぎ、またこの山に戻っ

て還元してくれる人が増えることを望んでいます。

私たち：お話ししてくださりありがとうございました。
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《わかたけ寮》

　わかたけ寮では、寮長であるヨハンさん、その姪のメイサさん、そしてその寮に住んで

いるアカ族の高校生と対談する機会をいただきました。

ヨハンさん：タイ農村部では不当な買取による低収入の農家が問題視されています。そのよ

うな状況を変えるべく、私は日本の農業を実践的に学ぶため熊本県に行きました。その際に

指導してくれた日本人は私の恩師であり、熱心に農業技術を教えてくれただけでなく、教育

の重要性についても深く理解していてその支援もしてくれました。その知見を持ち帰り、私

はチェンライの農村部にこの寮を開きました。当初7人だった子供たちは、一時期56人にま

で増加しましたが、この寮は私の年齢を理由に今年度をもって閉鎖することとなりました。

十分な教育を受け、わかたけ寮を卒業した学生は、豊富な知識をもとに、農家に対する理不

尽な取引を減らしたり、麻薬の流通を減らしたりすることに貢献しました。

皆さんはアカ族の子どもたちにどんな印象を持ちましたか？

私たち：とても礼儀正しくて驚きました。また、積極的で社交的な子供が多いように感じま

した。先日訪れた小学校の児童が将来の夢を堂々と語ってくれた姿が印象的です。

ヨハンさん：では日本の子どもや学生はどうですか？

私たち：少しシャイな性格の人が多いかもしれません。

メイサさん：タイに来る前と訪れてからとで変化した考えはありますか？

私たち：タイは発展途上国であり、現在、経済発展を遂げている最中であるという認識でし

た。渡航初日にバンコクを訪れた際にはまさにそれを感じましたが、豪華なショッピングセ

ンターの横にはスラム街が隣接しており、衝撃を受けました。社会格差を目の当たりにし、

発展途上国の抱える深刻な問題について考えさせられました。
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ヨハンさん：都市部での収入は高くなっていますが、タイ農村部の収入は以前として低いま

まです。ここ周辺の農家の収入も低く、低水準での暮らしとなっています。

私たち：日本にも少子高齢化の深刻化という問題があります。タイには多くの子供達がいま

すが、日本では高齢者がとても多いです。私たち若者はこれに対する解決策を考えていかな

くてはなりません。メイサさんは大学で何を学んでいますか？また、将来のビジョンはあり

ますか？

メイサさん：バンコクの大学に通い、環境とビジネスについて研究しています。具体的に就

きたい職業は決まっていませんが、卒業後は海外でお金を稼ぎ、アカ族の子供たちに役立て

たいと思っています。

ヨハンさん：現在のアカ族の目標は、教育によって優秀な人材を生み出し、彼らが都市部や

海外で活躍し、アカ族の地に戻った時に教育から得た恩恵を還元すること、またその循環を

生み出すことです。

この他にも、私たちの学部やアルバイトについて紹介したり、アカ族の伝統料理や日本のお

菓子を食べたり、歌やダンスを披露しあったりと、ここでの国際交流も学びの多いものとな

りました。

b. 現地渡航前の活動

○日本の古本収集
　図書を寄贈するにあたり、日本で使われなくなった本を再利

用しタイのこどもたちに届けようと考え、NGO、NPO、地元

図書館、さらに学校の図書館に声をかけ本の収集活動を行いま

した。成果として、ありがとうブック様から48冊、絵本寄付書

店様から30冊、多摩市立中央図書館様から164冊の計242冊の寄

付を頂きました。

　今回の図書寄贈の目的である識字力向上や読書習慣の浸透

に、日本の色彩豊かな挿絵が貢献するのではないかと考え、絵

本の寄贈を当プロジェクトのメインプログラムとして決定しま
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した。先方にはその旨を伝え、タイの子供たちに寄贈するにふさわしい本を集めることがで

きました。

○翻訳作業
　言語の壁を越え、日本の絵本の面白さや美しさを楽しん

でもらうべく、収集した図書の翻訳作業に取り組みまし

た。日本語からタイ語に直訳した場合と、日本語→英語→

タイ語に翻訳した場合、後者の方が自然な表現になること

が分かったため、英語を介して翻訳しました。絵本ならで

はのひらがな表記が翻訳ミスを引き起こすため、漢字に変

換したり、また、日本語特有の擬音語には代替表現を考え

たりして翻訳の精度を高めることを心がけました。初めて

触れるタイ語には苦戦しましたが、意味のある図書寄贈に

すべく、丁寧な翻訳作業を意識し約100冊の絵本を翻訳す

ることができました。

○絵本のポップアップ制作（ニコム小学校）

　読書習慣のないタイの子供たちが、少しでも本に興味や

関心を持ってくれるよう、タイ語でポップアップを制作し

ました。スチーブンソンやマザーテレサといった偉人を取

り上げている絵本や、名作として読み継がれる『アルプス

の少女ハイジ』『カチカチやま』など計11冊にポップアッ

プをつけました。（写真：左）

　

また、図書室に行かなくても読書ができるよう

に、各クラスに図書空間を設置することを計画

し、ブックスタンド等を事前に調達しました。さ

らに、読書後に感想や意見を共有できるノートや
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ホワイトボード、カラーペンなど、本に慣れ親しんでいない子どもたちが、本を実際に手に

取ってみたくなる仕掛けを考え準備しました。（写真：右）

○国際交流活動の準備
［絵本の読み聞かせ（ニコム小学校）］

　読書に対するハードルを下げるために、現地の先生による絵本の読み

聞かせを計画しました。小学校1年生から6年生までが一斉に楽しめる内

容・分量・挿絵の美しさを考慮し、読み聞かせをする本を選定しまし

た。選定した絵本は片手サイズの小さな本だったので、A4サイズに拡

大コピーしスケッチブックに貼り付けました。児童約100人に対してス

ケッチブック8冊で対応し、全員が絵本を楽しめるよう工夫しました。

［折り紙（ニコム小学校）］

　日本の文化でもあり、知育玩具としても利用される折り紙を、

タイの子どもたちにも身近に感じてもらうには、事前準備が必要

不可欠であると考えました。まず、折り紙の折り方は説明文では

なく、視覚的に分かりやすい図を使用し準備しました。8冊のス

ケッチブックを使い、低・中・高学年の年齢に合わせ、難易度の

異なる折り方を用意しました。当プロジェクトの目的に合わせ、

「鉛筆」の折り方を載せたり、タイの子どもたちにも親しみ深い

「ゾウ」の折り方を取り上げたりしました。実際に我々も事前に

折り紙を練習し、児童たちに自信を持って教えられるよう準備しました。折り紙を教えられ

るメンバーは8人であるのに対し、児童数は約100人以上と非常に多くなるため、折って終

わりではなく、完成した後にも目や口を描いたり、紙飛行機など遊べるものを多く取り入れ

対応できるように準備しました。この作成したスケッチブックは交流後、子どもたちにプレ

ゼントしました。
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［お菓子（ニコム小学校・センスック寮・わかたけ寮・教会・ダムロン高校）］

　お菓子を寄贈するにあたって、マシュマロ2200個・カッパえびせ

ん小袋64袋・プリッツ15箱を日本から持って行きました。タイの子

どもたちにどのようなお菓子が人気か事前にリサーチし購入しまし

た。マシュマロは東京中央ロータリークラブの小髙様よりご協賛い

ただき、子ども一人につき十分にお菓子を分配することができまし

た。

　300人以上の子どもたちにお菓子を寄贈すること

を想定し、メンバーで協力して袋詰め作業を行いました。日本国内で大袋

からバラしラッピングすることはお菓子の形が崩れる原因となるため、ド

ンムアン国際空港に到着した夜に用意しておいた小袋に分配することにし

ました。過密スケジュールの中でしたが、お菓子寄贈にご協力くださった

方の思いをメンバー全員で共有し、手際よく作業を進めることができまし

た。

［サッカー・大縄（ニコム小学校・センスック寮）］

　チェンライロータリークラブの原田様に事前に現地の環境や様子を度々伺い、どのような

アクティビティが子どもたちにとって楽しいものとなり、親睦を深められるか考えました。

その結果、タイの国民的スポーツであるサッカーや、ルールが簡単で大勢で楽しめるドッジ

ボール、そして大縄跳びをすることになりました。それに伴い、サッカーボールを１球、

ドッジボールを4球、15メートルの大縄を3本、空気入れ1つを日本で調達し持っていきまし

た。

［太鼓やダンス（センスック寮・教会・わかたけ寮）］

　センスック寮の子供たちが伝統舞踊と楽器を披露してくださることを事前に把握してい

たため、我々も日本の伝統舞踊と楽器を用意し、国際交流の一環として音楽のセッションを

することを計画しました。出国の数週間前から、太鼓を奏でながら踊る沖縄県の「唐船（と

うしん）ドーイ」を練習しました。Youtubeでお手本を見ながら、実際に太鼓を叩き、振り

やリズム、掛け声を頭に入れました。
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［カレーの炊き出し（センスック寮）］

　カレーの炊き出しをするにあたり、食事を通して異文化体験ができるよう、日本の甘口の

ルーを用意しました。また、現地での食材の買い出しがスムーズに行えるよう、調達する具

材の数量や、その際にかかる費用を前もって計算しました。約70人分のカレーの材料やタ

イの通貨であるバーツでの計算には戸惑うこともあり不安があったので、物価について細か

く調べたりと現地の状況を把握できるように心がけました。

〈 感想 〉

　会ったことのない相手に思いを馳せ、何をすれば楽しみながら学び、満足してもらえるか

考えを巡らせました。現地の状況を正確には把握できず、どのような国際交流を行うことが

正解か確証が持てなかったため、臨機応変に対応できるように代案を用意する必要がありま

した。事前に用意する物資が多く、自分の部屋の半分を支援物資が占める、スーツケースの

重量が制限を超えるなど多くのハプニングがありましたが、大変だと感じた記憶はありませ

ん！それくらい彼らと交流できることが楽しみで待ち遠しかったです。（1年 佐藤大地）
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Ⅳ　資金調達
本プロジェクトの資金は、街頭募金及びクラウドファンディングによって調達しました。

　a. 街頭募金

街頭募金は2度実施し、62,458円のご寄付を頂きました。詳細は、表1の通りです。街頭で

はチラシを配布し、本プロジェクトやクラウドファンディング、各種メディアについて宣伝

しました。

　　　　

（表1）2度の街頭募金

以下の資料は街頭募金の際、配布したチラシです。
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実施日（実施場所） 金額

11月18日（立川駅） 29,105円

12月23日（中野駅） 33,353円



　b. クラウドファンディング

　2023年11月30日から12月31日までの1ヶ月の間、READYFORサイトを利用し、

all-or-nothing方式で目標金額350,000円のクラウドファンディングを実施しました。一口

3,000円から設定し、リターンあり、なしの計12パターンの支援を募りました。結果は表２

の通りです。

（表2）クラウドファンディング結果一覧

期間 支援者数 目標金額 達成金額 達成率

31日間 28名 350,000円 450,000円 128％

（図1）目標金額達成率の推移

（図2）当READYFORサイト記事訪問者数の推移
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　図1・2から分かるように、クラウドファンディング開始後3週間はサイト記事訪問者数の

上下に関わらず、一貫して達成率が伸び悩みました。しかし、国際奉仕委員メンバー全員が

一丸となり、宣伝活動を継続して行った結果、徐々にご賛同くださる方が増えていきまし

た。街頭でのチラシ配りの他、READYFORサイトにて活動報告を、さらにインスタグラ

ムにて当プロジェクトの概要などについて毎日欠かさず投稿しました。

　12月18日から12月27日にかけて訪問者数の増加に比例して支援申込者数の伸びが見ら

れ、目標金額の100,000円プラスのとなる450,000円で達成することができました。今後は

サイト記事訪問者数の底上げと、サイト訪問者数の増加が支援申込者数の増加に比例するよ

うに、より共感を呼ぶ記事作りへと工夫していきたいと思います。

（表3）支援金額、支援者数、リターンの内訳

支援金額 支援者数 リターン内容

3,000 円 5 名 ・活動報告書（電子媒体）

・アカ族の子ども達からのサンクス動画

3,000 円 5 名 リターンなし

5,000 円 5 名 ・活動報告書（電子媒体）

・アカ族の子ども達からのサンクス動画

5,000 円 3 名 リターンなし

10,000 円 1 名 ・活動報告書（電子媒体）

・アカ族の子ども達からのサンクス動画

・活動風景動画

10,000 円 3 名 リターンなし

30,000 円 1 名 ・活動報告書（電子媒体）

・アカ族の子ども達からのサンクス動画

・活動風景動画
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・タイの小物（茶葉とバッグのセット）

30,000 円 2 名 リターンなし

50,000 円 2 名 ・活動報告書（電子媒体）

・アカ族の子ども達からのサンクス動画

・活動風景動画

・アカ族の子ども達の手書きの感謝カード（紙媒体）

50,000 円 1 名 リターンなし

100,000 円 1 名 ・活動報告書（電子媒体）

・アカ族の子ども達からのサンクス動画

・活動風景動画

・アカ族の子ども達の手書きの感謝カード（紙媒体）

・活動報告書表紙に協賛者としてお名前の掲載

・対面報告会参加権（オンライン参加可）

100,000 円 0 名 リターンなし

インスタグラムでの広報活動
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〈 感想 〉

　クラウドファンディングにおいて重要となるのは、宣伝活動を行う委員メンバーとの目的

や目標の共有だと考えます。ただ、今回は準備期間が短いこともあり、メンバー全員に方

針・目的・内容が伝わっているか確証が持てなかったことが不安要素の一つでした。しか

し、そのような不安に対処すべく、連日投稿する記事やインスタグラムに関して、日付ごと

に担当者・内容・時間を細かく決め、投稿が途切れないように工夫しました。無事目標金額

を達成でき安心したとともに、現地で子どもたちと触れ合い、皆様からの支援金が有効に使

われているのを実感し、非常にやりがいを感じました。（1年 和田悠太）

　記事を執筆する際は自分の熱意や誠意が伝わるよう心がけました。「なぜ図書を寄贈した

いのか」「なぜ教育が重要であるのか」についてクラウドファンディングを通して改めて見

つめ直すことができ、当プロジェクトに対する思いがより一層強くなりました。アカ族や貧

困、タイでの読書習慣、それに対する政策など様々なトピックについて調べ、どうしたら多

くの方に共感いただけ、読みやすい記事を書けるか工夫しました。（1年 淺地真梨唯）

街頭募金をはじめクラウドファンディングなど、資金調達を通して感じたことは、我々の活

動は周囲の方々に支えられ成り立っているということです。ご賛同いただきご支援くださっ

た皆様に心より感謝申し上げます。誠にありがとうございました。（一同）
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Ⅴ　使用資金
　使用した金額及び領収書のリストとなります。なお、領収書は、機械がない場合には手書

きでの対応をお願いしました。ご了承ください。また、国際交流での太鼓などの購入品は全

て現地へ寄贈してまいりました。

●図書寄贈
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●左から順に横断幕、手土産、生理用品

●左から順に乾物、ガソリン代
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　　●カレー具材、センスック寮ガソリン代　　
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　おわりに　～5年間の活動を振り返って～

　中央大学RACのタイ奉仕プロジェクトは今年で5年目を迎えました。2019年に当クラブの先輩方

はタイのボランティア団体のプログラムに参加し、経済発展が進むバンコクとそこから取り残される

北部地域間の経済格差を目の当たりにしました。そこからインフラが整わない中で寮生活を強いられ

る貧困地域の子供たちに、「衛生的で安心して学習できる環境を届けたい」という思いから、私たち

の活動はスタートしました。

2020年度と2021年度はコロナ禍で対面の活動が厳しい中、タイ北部チェンライのBahn pa tueng 小

学校とsanklaburi 小学校に対して「寮増設に向けた物資の寄贈」と紙芝居や折り紙などのやり方を

オンラインで支援する「国際交流」を実施いたしました。

2022年度には現地に赴き、「寮改築に向けたペンキ塗りやベッドの組み立て作業」、「国際交

流」、またパソコン寄贈など「教育物資支援」にも力を入れてきました。そして今年度、上記のよう

にアカ族の子供たちへ書籍を通しての「教育支援」と「国際交流」を遂行することができました。

私は2021年度の活動よりタイのプロジェクトに携わっており、この奉仕活動が私の学生生活そのも

のと言っても過言ではありません。この活動を続けるなかで、決して楽なことだけではなく、苦しい

こともたくさんありました。計画がなかなか思うように進まないこと、現地とのコミュニケーション

がうまく図れないこと、資金調達に関しては常に試行錯誤を繰り返してきました。しかしどんなに難

しい状況でも、支援地の子供たちの笑顔を想像し、私たちがこの支援を行う意義に立ち返ることで、

活動を続けてくることができました。

奉仕活動とは「他者を想い行動すること、関わる誰もが与え、与えられる存在となり、幸せの循環を

生み出す活動である」と私は信じています。私たちは奉仕活動を通して、受益者の生活の支えとなっ

たり、夢を与えられるような存在になったりすると同時に、現地の人たちの笑顔やたくましく生きる

姿は私たちにパワーや新たな価値観を与えてくれます。そして最終的には人と人とのつながりは残し

つつも、現地が支援を必要とせず自走できる社会を実現していくことが私たちのゴールだと考えてい

ます。

今年度の活動をもって中央大学RACのタイ奉仕プロジェクトは終了となります。これまで私達の活

動を長らく応援してくださった皆様、誠にありがとうございました。皆様の応援のおかげで私たちは

世界の誰かを笑顔にできる活動とかけがえのない経験をさせていただきました。来年度からはまた新

たな地域で私たちの活動を必要とする人々に支援を行ってまいります。今後とも中央大学RAC国際

奉仕委員会をよろしくお願いいたします。

国際奉仕委員長　梯亜紗美
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